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者
の
方
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
を
7
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
こ
の
お
知
ら
せ
は
、

4
月
に
処
方
さ
れ
た
薬（
新
薬
）の
名

称
・
用
量
・
自
己
負
担
相
当
額
と
、

そ
の
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

切
り
替
え
た
場
合
の
自
己
負
担
の
軽

減
額
を
試
算
し
た
も
の
で
す
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
希
望
す
る
際
は
、

か
か
り
つ
け
の
医

師
・
薬
剤
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
業
務
係
・
内
線
1
3

9
0後

期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
証
を
郵
送

　
現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者

証（
緑
色
）の
有
効
期
限
は
、
7
月
31

日（
金
）で
す
。
8
月
1
日（
土
）か
ら

使
用
で
き
る
新
し
い
被
保
険
者
証

（
オ
レ
ン
ジ
色
。
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
）を
7
月
中
旬

〜
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
期
限
が
切

れ
た
古
い
被
保
険
者
証
は
裁
断
し
て

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
被
保
険
者
証
の
自

己
負
担
割
合
は
、
平
成
31
年
中
の
所

得
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
医
療
給
付
係
・
内
線

1
4
0
2

　病気やけがで１か月にかかった医療費の自己負担額が、世帯に定められ
た自己負担限度額を超えたとき、その超えた分は高額療養費として後日支
給されます。入院の場合や高額な外来診療を受ける場合、「限度額適用（標
準負担額減額）認定証」を提示すると、医療機関の窓口で支払う金額が各
世帯の限度額までとなったり、入院時の食事代が減額されたりします。
　現在発行されている認定証の有効期限は、７月31日㈮です。８月１日
㈯から有効な認定証が必要な方は、７月16日㈭以降に保険証と印鑑を持
参して保険年金課（市役所１階６番窓口）で申請してください。
　後期高齢者医療制度に加入していて、すでに認定証を持っており、世帯
の構成や収入に変わりがない方については、自動的に更新となりますので、
新しい認定証を７月中に郵送します。
　なお、以下に該当する場合、制度上定められた限度額と世帯の限度額が
同額となり、医療機関の窓口で支払う額に変更がないため、限度額適用認
定証の発行・提示が必要ありません。
●限度額適用認定証の発行・提示が必要ない方　▶70歳以上で負担割合
が３割、かつ課税所得が690万円以上の世帯の方▶70歳以上で負担割合が
１割、かつ住民税課税世帯の方
問保険年金課医療給付係・内線1401

　
令
和
2
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
75
歳

以
上
の
方
と
65
歳
以
上
の
一
定
の
障

害
の
あ
る
方
が
対
象
）の
納
入
通
知

書（
年
金
天
引
き
の
方
は
、
特
別
徴

収
額
決
定
通
知
書
）を
7
月
10
日

（
金
）か
ら
順
次
郵
送
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
世
帯
主
宛
て

（
世
帯
主
以
外
の
世
帯
員
の
み
が
加

入
し
て
い
る
場
合
も
同
様
）に
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
加
入
者
宛

て
に
送
付
し
ま
す
。

　
納
入
通
知
書
・
特
別
徴
収
額
決
定

通
知
書
は
、
保
険
料
の
金
額
の
ほ
か
、

納
付
方
法
や
納
期
限
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
減
免
の
案
内
を

通
知
書
に
同
封
し
て
い
ま
す
。
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
料

収
入
が
な
か
っ
た
方
も
申
告
を

　
世
帯
主
と
加
入
者
の
総
所
得
金
額

等
の
合
計
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場

合
に
は
、
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

収
入
・
所
得
が
な
か
っ
た
方
も
、
課

税
課（
市
役
所
1
階
36
番
窓
口
）ま
た

は
保
険
年
金
課（
市
役
所
1
階
6
番

窓
口
）で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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保
険
年
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賦
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係
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線
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1
6新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康

保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
減
免

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
、
事
業
収
入
・
給
与

収
入
等
が
前
年
よ
り
一
定
程
度
減
少

し
た
世
帯
は
、
申
請
に
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
通
知
書
に
同
封
し
た
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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険
年
金
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1
6高

齢
受
給
者
証（
国
民
健
康
保

険
）を
郵
送

　
70
歳
〜
74
歳
の
方
を
対
象
に
8
月

1
日（
土
）か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
7
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
高

齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
7
月

31
日（
金
）で
す
。
期
限
が
切
れ
た
古

い
高
齢
受
給
者
証
は
裁
断
し
て
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の

自
己
負
担
割
合
は
、
平
成
31
年
中
の

所
得
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

な
ど
の
手
続
き

　
勤
務
先
や
家
族
の
健
康
保
険
に
加

入
す
る
な
ど
、
新
た
に
立
川
市
の
国

民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
に
加
入
し

た
場
合
は
、
脱
退
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
会
社
等
で
手
続
き
を
代
行
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
退
職
な
ど
で
加
入
し
て
い

た
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
▼
立
川

市
の
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
場

合
＝
立
川
市
の
国
民
健
康
保
険
の
保

険
証
、新
し
く
加
入
し
た
健
康
保
険

の
保
険
証（
全
員
分
。コ
ピ
ー
可
）、印

鑑
▼
立
川
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
場
合
＝
加
入
し
て
い
た
健
康

保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
等
、印
鑑
、

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）
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一
部
負
担
金
の
減
免
制
度
と

徴
収
猶
予

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
医
療

機
関
等
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担

額（
一
部
負
担
金
）に
は
、
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。
対
象
は
、
災
害
、
病

気
、
け
が
、
失
業
な
ど
の
特
別
な
事

情
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
資
産
の
活
用

を
図
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
時

的
に
生
活
が
困
窮
し
、
支
払
い
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方
で
す
。

　
ま
た
、
一
時
的
に
自
己
負
担
額
の

支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
も
あ
り
ま

す
。
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
医
療
給
付
係
・
内
線

1
3
9
9

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関

す
る
お
知
ら
せ
」を
郵
送

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
自
己
負
担
額
の
軽
減
が

見
込
ま
れ
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険

限度額適用認定証の更新
国民健康保険・後期高齢者医療制度

国
民
健
康
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

　
免
除
制
度
は
、
保
険
料
の
支
払
い

が
困
難
な
場
合
に
、
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
猶
予
制
度
は
、
50
歳
未
満
の
方
で
、

世
帯
主
の
所
得
は
審
査
対
象
外
と
な

り
、
本
人
・
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

以
下
で
あ
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
離
職
し
た
方
に
は
「
特
例

免
除
」
も
あ
り
ま
す
。
失
業
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の

証
明（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

離
職
票
等
）も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
減
収
の
方
も
申
立
書
に
よ
り
申

請
が
可
能
で
す（
令
和
2
年
2
月
以

降
分
が
対
象
）。
郵
送
で
の
お
手
続

き
が
で
き
ま
す
の
で
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
・
内

線
1
3
9
4
、
日
本
年
金
機
構
立
川

年
金
事
務
所
☎（
5
2
3
）0
3
5
2
、

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル（
免
除

申
請
書
の
取
り
寄
せ
が
で
き
ま
す
）

☎
0
5
7
0（
0
0
3
）0
0
4〔
月

曜
〜
金
曜
日
、
第
2
土
曜
日
＝
午
前

8
時
〜
午
後
7
時
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

を
利
用
で
き
な
い
場
合
は
☎
0
3

（
6
6
3
0
）2
5
2
5
〕

新型コロナウイルス
感染症に関する
相談窓口
◦立川市新型コロナウイルス感染症総合コールセンター
　市民の方や事業者の疑問や不安など

市役所代表番号☎（523）2111〔土曜・日曜日、祝日を含
む、午前９時〜午後５時〕「コールセンターへ」とお伝え

ください。

◦新型コロナ受診相談窓口（帰国者・接触者電話相談セ
ンター）
　感染が疑われる場合の相談

▶月曜～金曜日の午前９時～午後５時＝☎（524）5171
〔多摩立川保健所〕▶月曜～金曜日の午後５時～翌午前
９時、土曜・日曜日、祝日＝☎03（5320）4592〔都・特別
区・八王子市・町田市合同電話相談センター〕

いつもと違うな、どうしたのかな
心配なご近所さんに気付いたらご連絡を

●安否確認の通報	 通年24時間
●支援等の相談	 月曜〜金曜日、午前８時30
	 分〜午後５時15分

立川市見守りホットライン

コ ー ル

☎042（506）0024
お お 通 報

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から


